
松江市ホームページhttps://www.city.matsue.lg.jp/soshikikarasagasu/kyoikuiinkai_kyoikusomuka/kyoikuiinkai/3/726.html でもご案内しています。 

松江市高井奨学金 

令和８年度奨学生募集 

 
松江市教育委員会では、松江市雑賀町に居住しておられ本市の児童生徒の健全育成のために財

産を寄附された故高井末彦氏のご意志を引き継ぎ、奨学金の給付事業を実施しています。 

特に優れた素質と向学心を持ちながら、経済的な理由により修学が困難な学生に対し、選考の

うえ奨学金を給付します。 
 

・ 募 集 概 要 ・ 

Ø 採用人数： 1 名 

Ø 給付月額： 17,000 円～19,000 円 

・ 出 願 方 法 ・ 

Ø 受付期間：令和 8 年 4 月 1 日（水）～5 月 29 日（金）17 時 15 分まで 

Ø 提出書類：次の書類を 1 部提出【郵送可、当日消印有効】 

※様式第 5 号は、出願者の父母等が令和 8 年 1 月 1 日時点で松江市に居住していた場合 

に提出が必要です。1 月 1 日時点で松江市に居住していない場合は、「令和 7 年分の源泉徴

収票の原本」、「令和７年度市民税・県民税申告書及び申告受付書のコピー」のいずれかを提

出してください。 

 

・ 結 果 通 知 ・ 

Ø 奨学生選考委員会を開き、7 月中旬頃に出願者全員に採否結果を郵送でお知らせします。 

・ 申 込 先 ／ 連 絡 先 ・ 

Ø 〒690-8540　松江市末次町 86　松江市教育委員会教育総務課　(0852-55-5424

 1．奨学生願書 添付様式第 1 号を使用

 2．世帯状況調書 添付様式第 2 号を使用

 
3．奨学生推薦調書

添付様式第 3 号（高校）又は第 4 号（高専）を使

用　※出身学校（高校又は高専）で作成
 4．在学証明書 在学する学校が発行する証明書

 5．住民票 本人及び本人と生計を同じくする親族

 6．所得状況等の調査に関する同意書（※） 添付様式第 5 号を使用

 

7．前年度の成績証明書

次のいずれかに該当する場合に提出 
・高専の専攻科へ入学する場合 
・大学へ編入学する場合 
・前年度に引き続き高専又は大学に在学する場合

募 集 

要 項



 

 

松江市高井奨学金の概要

 

出願資格

次の1又は2に該当し、かつ、3～6をすべて満たすこと 
1．大学に新入学又は既に在学する人 
2．高等専門学校4年生、5年生及び専攻科に進級或いは既に在学する人 
3．父母又はこれに代わる人が松江市に居住する人 
4．経済的な理由により修学が困難な人 
5．出身学校長が推薦する人 
6．学業成績が特に優秀な人

 

給付額

高等専門学校 
（4年次・5年次・専攻科） 
大学

自宅通学 月額17,000円

 
自宅外通学 月額19,000円

 

給付期間 令和8年4月から在学する学校を卒業するまでの最短修業年限の最終月まで

 

給付方法 年2回に分けて給付

 

返還方法 返還不要

 

奨学金の併給

「松江市高井奨学金」は、「他の奨学金」と重複して奨学金を受けることができます。

ただし、他の奨学金の中には、重複受給を認めない場合もありますので、ご注意くださ

い。

 

休止廃止

奨学生が次に掲げる事由に該当したときは、奨学金の給付を休止又は廃止することがあり

ます。 
1. 退学、休学、長期欠席したとき 
2. 学業成績不振、操行不良等奨学生としてふさわしくないと認められるとき 
3. 父母又はこれに代わる人が松江市に居住しなくなったとき 
4. 奨学金の給付を辞退したとき 
5. 奨学金を必要としないと認められるとき



様式第 1号(第 2条関係) 

奨 学 生 願 書 

　松江市高井奨学金奨学生として給付を受けたいので、関係書類を添え申請します。 

　　　　年　　月　　日 

　（あて先）松江市長 

 

本 人　住 所　　　　　　　　　　　 

氏 名　　　　　　　　　○印　 

電 話　　　　　　　　　　　 

保 証 人　住 所　　　　　　　　　　　 

職 業　　　　　　　　　　　 

氏 名　　　　　　　　　○印　 

電 話　　　　　　　　　　　 

保 証 人　住 所　　　　　　　　　　　 

職 業　　　　　　　　　　　 

氏 名　　　　　　　　　○印　 

電 話　　　　　　　　　　　 

 

【関係書類】 

1　世帯状況調書 

　2　奨学生推薦調書 

　3　所得状況等の調査に関する同意書 

　4　在学証明書 

　5　本人及び本人と生計を同じくする親族の住民票 

　6　前年度の成績証明書



様式第 1号(第 2条関係) 

奨 学 生 願 書 

　松江市高井奨学金奨学生として給付を受けたいので、関係書類を添え申請します。 

　　　　年　　月　　日 

　（あて先）松江市長 

 

本 人　住 所　　　　　　　　　　　 

氏 名　　　　　　　　　○印　 

電 話　　　　　　　　　　　 

保 証 人　住 所　　　　　　　　　　　 

職 業　　　　　　　　　　　 

氏 名　　　　　　　　　○印　 

電 話　　　　　　　　　　　 

保 証 人　住 所　　　　　　　　　　　 

職 業　　　　　　　　　　　 

氏 名　　　　　　　　　○印　 

電 話　　　　　　　　　　　 

 

【関係書類】 

1　世帯状況調書 

　2　奨学生推薦調書 

　3　所得状況等の調査に関する同意書 

　4　在学証明書 

　5　本人及び本人と生計を同じくする親族の住民票 

　6　前年度の成績証明書

提出年月日を記入する。

・必ず全ての項目を記入すること。 

・住所は住民票と関係なく現在住んで

いる場所の住所を記入する。 

・保証人のうち 1名は父母又はこれに

代わる者とし、もう 1 名は別生計の

独立生計を営む成年者とする。

記入例



様式第 2 号(第 2 条関係) 

世 帯 状 況 調 書 

 フ リ ガ ナ 　
申請者 
住 所

電話番号　（　　　　）　　－

 
申請者氏名 　

 
生 年 月 日 年　　月　　日

連絡先

住 所
電話番号　 （　　　　）　　－

 
在
学
校
名

校 名 
学部名 
学科名 
学 年　　　　年

出身
学校

校 名 
 
科 名 

(全日制・定時制) 
　　(卒業年度　　    　年度)  該 当 に 〇 高等専門学校・専攻科・大学

 

世
帯
の
状
況

続柄
フリガナ

　 生 年 月 日 在学状況（学生の場合）  氏 名

  
 

年 　月 　日

国公立 
私　立

小・中・高・高専・大・専修 
【校　名】  

 
年

自　宅 
 

自宅外  
  

 
年 　月 　日

国公立 
私　立

小・中・高・高専・大・専修 
【校　名】  

 
年

自　宅 
 

自宅外  
  

 
年 　月 　日

国公立 
私　立

小・中・高・高専・大・専修 
【校　名】  

 
年

自　宅 
 

自宅外  
  

 
年 　月 　日

国公立 
私　立

小・中・高・高専・大・専修 
【校　名】  

 
年

自　宅 
 

自宅外  
  

 
年 　月 　日

国公立 
私　立

小・中・高・高専・大・専修 
【校　名】  

 
年

自　宅 
 

自宅外  
  

 
年 　月 　日

国公立 
私　立

小・中・高・高専・大・専修 
【校　名】  

 
年

自　宅 
 

自宅外  
  

 
年 　月 　日

国公立 
私　立

小・中・高・高専・大・専修 
【校　名】  

 
年

自　宅 
 

自宅外  
  

 
年 　月 　日

国公立 
私　立

小・中・高・高専・大・専修 
【校　名】  

 
年

自　宅 
 

自宅外  
 

特別

事情

ひとり親世帯 
または養育者世帯

障がいのある人 
のいる世帯

長期療養者（6 か月 
以上）のいる世帯

単身赴任世帯 災害を受けた世帯

 □ □（　　人） □ □ □

 奨学金を必要とする理由

 　上記の世帯状況に相違ありません。 

　　　　年　　月　　日 
本 人　　　　　　　　　　　　　 
保 護 者　　　　　　　　　　　　　 

 



様式第 2 号(第 2 条関係) 

世 帯 状 況 調 書 

 フ リ ガ ナ 　
申請者 
住 所

電話番号　（　　　　）　　－

 
申請者氏名 　

 
生 年 月 日 年　　月　　日

連絡先

住 所
電話番号　 （　　　　）　　－

 
在
学
校
名

校 名 
学部名 
学科名 
学 年　　　　年

出身
学校

校 名 
 
科 名 

(全日制・定時制) 
　　(卒業年度　　    　年度)

 該 当 に 〇 高等専門学校・専攻科・大学

 

世
帯
の
状
況

続柄
フリガナ

　 生 年 月 日 在学状況（学生の場合）  氏 名

  
 

年 　月 　日

国公立 
私　立

小・中・高・高専・大・専修 
【校　名】  

 
年

自　宅 
 

自宅外  
  

 
年 　月 　日

国公立 
私　立

小・中・高・高専・大・専修 
【校　名】  

 
年

自　宅 
 

自宅外  
  

 
年 　月 　日

国公立 
私　立

小・中・高・高専・大・専修 
【校　名】  

 
年

自　宅 
 

自宅外  
  

 
年 　月 　日

国公立 
私　立

小・中・高・高専・大・専修 
【校　名】  

 
年

自　宅 
 

自宅外  
  

 
年 　月 　日

国公立 
私　立

小・中・高・高専・大・専修 
【校　名】  

 
年

自　宅 
 

自宅外  
  

 
年 　月 　日

国公立 
私　立

小・中・高・高専・大・専修 
【校　名】  

 
年

自　宅 
 

自宅外  
  

 
年 　月 　日

国公立 
私　立

小・中・高・高専・大・専修 
【校　名】  

 
年

自　宅 
 

自宅外  
  

 
年 　月 　日

国公立 
私　立

小・中・高・高専・大・専修 
【校　名】  

 
年

自　宅 
 

自宅外  
 

特別

事情

ひとり親世帯 
または養育者世帯

障がいのある人 
のいる世帯

長期療養者（6 か月 
以上）のいる世帯

単身赴任世帯 災害を受けた世帯

 □ □（　　人） □ □ □

 奨学金を必要とする理由

 　上記の世帯状況に相違ありません。 

　　　　年　　月　　日 
本 人　　　　　　　　　　　　　 
保 護 者　　　　　　　　　　　　　 

 

記入例

住民票の異動の有無に関わらず

現住所を記入すること。

世
帯
員
に
生
徒
・
学
生
が
い
る
場
合
は

在
学
状
況
を
記
入
す
る
。

該当があれば□に✓を入れる。 
※「ひとり親世帯または養育者世帯」以外に該当する場合は、別途

提出書類が必要です。（必要書類は裏面参照）

・奨学金志望動機 
・学業に対する思い 
・奨学金給付を希望する学校を卒業後の進路 
・将来の夢 
を具体的に記載すること。



○特別事情に係る提出書類について 

 

⑴ 令和8年1月1日現在の状況で、特別事情のある世帯に該当する場合は、該当世帯の□に✔を

つけてください。 

⑵　✔をつけた場合は、必ず証明書類を添付してください。 

※ただし、ひとり親世帯又は養育者世帯の場合は、住民票で確認できますので別の証明書類

は不要です。 

⑶　障がいのある人のいる世帯は人数も記入してください。 

 
 項　　　目 提出する証明書類

 
「障がいのある人のいる世帯」

①身体障がい者手帳、療育手帳、精神障がい者

保健福祉手帳の写し（人数分）

 
「長期療養者（6 か月以上）のいる世帯」 
※申請時に 6 か月以上継続して療養中の人

又は療養を必要とする人がいる世帯

①令和 7 年 1 月から令和 7 年 12 月までの治療

若しくは療養にかかった経常的費用の領収

書の写し又はその費用の証明書（医療給付を

受ける金額を除く。）

 「単身赴任世帯」 
※主たる家計支持者が、現在単身赴任して

いる世帯

①単身赴任していることが確認できる書類及

び別居のため特別に支出している経費がわ

かるもの（家賃の証明書の写し、光熱水費の

領収書の写し等）

 

「災害を受けた世帯」 
※令和 7 年 1 月から令和 7 年 12 月までに受

けた火災・風水害などの被害が対象

①罹（り）災証明書の写し 
②それまでの家屋に居住できない場合の賃貸

費等の領収書の写しや、災害により被害のあ

った家財で、新たに購入を行った場合の領収

書の写し（ただし、生活に必要な限度を超え

るものは含まない。） 
※保険、損害賠償等によって補てんされた場合

は除きます。



様式第 3 号(第 2 条関係)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高等学校長推薦）1 枚目 

（注意） 
1　高等学校成績は各教科とも評定別に履修科目数を記入する。 
2　学校指定書式の添付に代えて記入を省略して提出してもよい。ただし、その場合も 2 枚目の

最後欄の日付、高等学校長氏名を記入し、職印を押印すること。

 奨 学 生 推 薦 調 書

 出身校（　　　　　　）高等学校成績（　　　年　　　月卒）

 第 1 学 年 第 2 学 年 第 3 学 年

 評定 

教科
5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1

 国 語 　

 地理歴史

 公 民

 数 学

 理 科

 保健体育

 芸 術

 外 国 語

 家 庭

 情 報

 

専
門
学
科

 

 

 

 評定別科目数

 
高
等
学
校
評
定
平
均
値

 
評定　科目数　　　評定値 

　　５×（　　　）＝（　　　）　　　　　　　 
　　４×（　　　）＝（　　　）　　　Ｂ　　　評定平均値 
　　３×（　　　）＝（　　　）　　　　　＝ 
　　２×（　　　）＝（　　　）　　　Ａ 
　　１×（　　　）＝（　　　） 
　合計Ａ（　　　）Ｂ（　　　） 

 
在
学
校

　　　　　立　　　　　　　　　　大学 

学部　　　　　　　　　学科 

課程　　　第　　学年

氏　名



（高等学校長推薦）2 枚目 

 

特

別

活

動

の

記

録

第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年

 ホームルーム・生徒会活動 ホームルーム・生徒会活動 ホームルーム・生徒会活動

 （所見） （所見） （所見）

 

指

導

上

参

考

と

な

る

諸

事

項

第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年

 （学習所見） 

 

 

（行動の記録） 

 

 

（趣味・特技・取得資格

等） 

 

 

（部活動・ボランティア活動等） 

 

 

（進路等）

（学習所見） 

 

 

（行動の記録） 

 

 

（趣味・特技・取得資格

等） 

 

 

（部活動・ボランティア活動等） 

 

 

（進路等）

（学習所見） 

 

 

（行動の記録） 

 

 

（趣味・特技・取得資格

等） 

 

 

（部活動・ボランティア活動等） 

 

 

（進路等）

 　上記の者は、人物、学業ともに特に優秀であって、学資の支弁が困難でありますので、

松江市高井奨学金奨学生として適当と認め、推薦します。 

　　　　年　　　　月　　　　日 

（あて先）松江市長 

高等学校長名（氏名）　　　　　　　　　　　　　職印



様式第 3 号(第 2 条関係)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高等学校長推薦）1 枚目 

（注意） 
1　高等学校成績は各教科とも評定別に履修科目数を記入する。 
2　学校指定書式の添付に代えて記入を省略して提出してもよい。ただし、その場合も 2 枚目の

最後欄の日付、高等学校長氏名を記入し、職印を押印すること。

 奨 学 生 推 薦 調 書

 出身校（　　　　　　）高等学校成績（　　　年　　　月卒）

 第 1 学 年 第 2 学 年 第 3 学 年

 評定 

教科
5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1

 国 語 　

 地理歴史

 公 民

 数 学

 理 科

 保健体育

 芸 術

 外 国 語

 家 庭

 情 報

 

専
門
学
科

 

 

 

 評定別科目数

 
高
等
学
校
評
定
平
均
値

 
評定　科目数　　　評定値 

　　５×（　　　）＝（　　　）　　　　　　　 
　　４×（　　　）＝（　　　）　　　Ｂ　　　評定平均値 
　　３×（　　　）＝（　　　）　　　　　＝ 
　　２×（　　　）＝（　　　）　　　Ａ 
　　１×（　　　）＝（　　　） 
　合計Ａ（　　　）Ｂ（　　　） 

 
在
学
校

　　　　　立　　　　　　　　　　大学 

学部　　　　　　　　　学科 

課程　　　第　　学年

氏　名

記入例 出身学校が高等学校に該当する場合

各
教
科
の
成
績
を
５
段
階
で
評
価
し
、
評
定
欄
に
該
当
の
教
科
数
を
記
入
す
る
。

小数点第 1 位未満四捨五入



（高等学校長推薦）2 枚目 

 

特

別

活

動

の

記

録

第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年

 ホームルーム・生徒会活動 ホームルーム・生徒会活動 ホームルーム・生徒会活動

 （所見） （所見） （所見）

 

指

導

上

参

考

と

な

る

諸

事

項

第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年

 （学習所見） 

 

 

（行動の記録） 

 

 

（趣味・特技・取得資格

等） 

 

 

（部活動・ボランティア活動等） 

 

 

（進路等）

（学習所見） 

 

 

（行動の記録） 

 

 

（趣味・特技・取得資格

等） 

 

 

（部活動・ボランティア活動等） 

 

 

（進路等）

（学習所見） 

 

 

（行動の記録） 

 

 

（趣味・特技・取得資格

等） 

 

 

（部活動・ボランティア活動等） 

 

 

（進路等）

 　上記の者は、人物、学業ともに特に優秀であって、学資の支弁が困難でありますので、

松江市高井奨学金奨学生として適当と認め、推薦します。 

　　　　年　　　　月　　　　日 

（あて先）松江市長 

高等学校長名（氏名）　　　　　　　　　　　　　職印



様式第 4 号(第 2 条関係)　　　　　　　　　　　　　　　　　（高等専門学校長推薦）1 枚目 

（注意） 
1　高等専門学校成績は各教科とも評定別に履修科目数を記入する。 
2　学校指定書式の添付に代えて記入を省略して提出してもよい。ただし、その場合も 2 枚目の

最後欄の日付、高等学校長氏名を記入し、職印を押印すること。 

 奨 学 生 推 薦 調 書

 出身校（　　　　　　）高等専門学校成績（　　　年　　　月卒）

 第 1 学 年 第 2 学 年 第 3 学 年

 評定 

教科
5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1

 国 語

 地理歴史

 公 民

 数 学

 理 科

 保健体育

 芸 術

 外 国 語

 家 庭

 情 報

 
専
門
学
科

 

 

 

 評定別科目数

 高
等
学
校
評
定
平
均
値

評定　科目数　　　評定値 
　　５×（　　　）＝（　　　）　　　　　　　 
　　４×（　　　）＝（　　　）　　　Ｂ　　　　評定平均値 
　　３×（　　　）＝（　　　）　　　　　＝ 
　　２×（　　　）＝（　　　）　　　Ａ 
　　１×（　　　）＝（　　　） 
　合計Ａ（　　　）Ｂ（　　　）

 
在
学
校

立　　　　　　　高等専門学校 

学科　　第　　　学年 

専攻科　　　　　　専攻　　第　　　学年

氏 名　　



（高等専門学校長推薦）2 枚目 

 

特

別

活

動

の

記

録

第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年

 ホームルーム・生徒会活動 ホームルーム・生徒会活動 ホームルーム・生徒会活動

 （所見） （所見） （所見）

 

指

導

上

参

考

と

な

る

諸

事

項

第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年

 （学習所見） 

 

 

（行動の記録） 

 

 

（趣味・特技・取得資格

等） 

 

 

（部活動・ボランティア活動等） 

 

 

（進路等）

（学習所見） 

 

 

（行動の記録） 

 

 

（趣味・特技・取得資格

等） 

 

 

（部活動・ボランティア活動等） 

 

 

（進路等）

（学習所見） 

 

 

（行動の記録） 

 

 

（趣味・特技・取得資格

等） 

 

 

（部活動・ボランティア活動等） 

 

 

（進路等）

 　上記の者は、人物、学業ともに特に優秀であって、学資の支弁が困難でありますので、

松江市高井奨学金奨学生として適当と認め、推薦します。 

　　　　年　　　　月　　　　日 

（あて先）松江市長 

高等専門学校長名（氏名）　　　　　　　　　　　職印



様式第 4 号(第 2 条関係)　　　　　　　　　　　　　　　　　（高等専門学校長推薦）1 枚目 

（注意） 
1　高等専門学校成績は各教科とも評定別に履修科目数を記入する。 
2　学校指定書式の添付に代えて記入を省略して提出してもよい。ただし、その場合も 2 枚目の

最後欄の日付、高等学校長氏名を記入し、職印を押印すること。 

 奨 学 生 推 薦 調 書

 出身校（　　　　　　）高等専門学校成績（　　　年　　　月卒）

 第 1 学 年 第 2 学 年 第 3 学 年

 評定 

教科
5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1

 国 語

 地理歴史

 公 民

 数 学

 理 科

 保健体育

 芸 術

 外 国 語

 家 庭

 情 報

 
専
門
学
科

 

 

 

 評定別科目数

 高
等
学
校
評
定
平
均
値

評定　科目数　　　評定値 
　　５×（　　　）＝（　　　）　　　　　　　 
　　４×（　　　）＝（　　　）　　　Ｂ　　　　評定平均値 
　　３×（　　　）＝（　　　）　　　　　＝ 
　　２×（　　　）＝（　　　）　　　Ａ 
　　１×（　　　）＝（　　　） 
　合計Ａ（　　　）Ｂ（　　　）

 
在
学
校

立　　　　　　　高等専門学校 

学科　　第　　　学年 

専攻科　　　　　　専攻　　第　　　学年

氏 名　　

出身学校が高等専門学校に該当する場合記入例

小数点第 1 位未満四捨五入



（高等専門学校長推薦）2 枚目 

 

特

別

活

動

の

記

録

第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年

 ホームルーム・生徒会活動 ホームルーム・生徒会活動 ホームルーム・生徒会活動

 （所見） （所見） （所見）

 

指

導

上

参

考

と

な

る

諸

事

項

第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年

 （学習所見） 

 

 

（行動の記録） 

 

 

（趣味・特技・取得資格

等） 

 

 

（部活動・ボランティア活動等） 

 

 

（進路等）

（学習所見） 

 

 

（行動の記録） 

 

 

（趣味・特技・取得資格

等） 

 

 

（部活動・ボランティア活動等） 

 

 

（進路等）

（学習所見） 

 

 

（行動の記録） 

 

 

（趣味・特技・取得資格

等） 

 

 

（部活動・ボランティア活動等） 

 

 

（進路等）

 　上記の者は、人物、学業ともに特に優秀であって、学資の支弁が困難でありますので、

松江市高井奨学金奨学生として適当と認め、推薦します。 

　　　　年　　　　月　　　　日 

（あて先）松江市長 

高等専門学校長名（氏名）　　　　　　　　　　　職印



様式第 5号（第 2条関係） 

 

所得状況等の調査に関する同意書 

　　年　　月　　日 

（あて先）松江市長 

 

本人住所　　　　　　　　　　　　　 

本人氏名　　　　　　　　　　　　印 

電話番号　　　　　　　　　　　　　 

保護者住所　　　　　　　　　　　　 

保護者氏名　　　　　　　　　　　印 

電話番号　　　　　　　　　　　　　 

 

私は、松江市高井奨学金の申請を行うにあたり、松江市で私及び同一世帯の

者の所得状況、その他申請内容の確認を行うために必要な調査を行うことに同

意します。


